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設計揖報・設計意図統合型CADの研究*

(部品開の影響関保記述による概念設計支援)

妻震 彰ベ矢是秀明本2 森永英二本3

竹内一欝ペ内田 済牢5

荒井栄可六田浦費春*1

茸esearchfor Design Information and Design Rationale Integrated CAD 

(Suppor主ingConceptual Design by U sing Descriptions of 

Infiuential Relations between Parts) 

Akira TSUMA Y AペHi辻eakiYAZE， Eiji MORINAGA， 
Kazuhiro T AKEUCHI， Wataru UCHIDA， 

Eiji ARAI and Toshiharu T Aじ豆A

本7Graduate School of玄ngineering，Kobe University， 
1-1 Rokkodai-cho， Nada-ku， Kobe-shi， Hyogo， 657-8501 ]apan 

For the cooperative design activities by a design team， a designer needs design object informa. 
tion not only about geometrical data and these attributes but also the design rationale such as the 
reason of decision making to understand ideas of the design proposes by other designers. This paper 
focused on influential relations between parts of design object， and proposed descriptions and 
management methods of these relations. The management support system was developed， and case 
studies are done by using the system. As a result， the proposed method can support to manage the 
influentiaI relations， and this also shows the proposed method havεan applicable possibi1ity to 
transmit design rationale to other designer. 

Key Words: Conceptual Design， Design支ationale，Influential Relations， Condition Based豆eaction，
CAD， Modeling 

1.緒言

近年，詞費者ニーズの多樹とに伴い，製品の多様化，

複雑化，高付加倍値化が進んでいる.さらに，製品ト

レンドの変化も早くなってきていることもあり，最新

技術のスどーディな製品への導入なども含め，ニーズ

を迅速に製品へ反映することが求められている.一方

で，地球環境問題の探刻化に伴い，襲量メーカや襲品

に環襲への重己慮も求められるようになっている.この

ようなお兄の下，現代の製品設計では，幅広い分野の

E拐てな知識を用いて短期間に襲品設許を行うことが求

められてきている.

これに対して，有効な手段と考えられている協調設

計では多くの開発者達により同時進行的に設計が進め
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られるために，設計情報の共有が重要となる(l)そこ

で，構報を体系化された知識として活用する試みが盛

んに行われ，ナレッジを扱うアプリケーションの商品

化も行われている.しかし，これらの多くのシステム

は形式知のみを教うことから，その基礎となっている

暗黙知に語違がある場合正確な融事は困難となる.従

って，知識を表現する際にその菅景となっているもの

まで含めた形で表現することが本来必要である.すな

わち，知識イとされた』清報を利用する場合において，知

識の遥用できる範圏やその理由をも散り扱うことが協

調設計において設計者間のミスコミュニケーションを

減じ効果的に設言廿寄報を利用するために重要となる.

さて，ここで設計現場への計算機の利用に自を向ける

と， CAD， CAE， C脳等様々なアプヲケーションが

導入されてきている.特に三次元 CADシステムは幾

{珊獄のモデノレf七を支援するツーノレとして広く使用さ
れており，協調設許においてもネットワークを介した

形状データの共有などが実現されている.さらにネ
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ットワーク環境下で異議三次元 CAD間の情報交換に

よる協調設計支援の取り組み(2)もなされている.その

一方，非影状情報を取り扱うことに関しては，屠性デ

ータを記述できるような社主主みが敦り入れられるなど，

徐々に進められているが，まだまだ発震途上であり，

それらを適用範囲や理由まで含めた設許者の意図とし

て理解することは難しいのが現状である.そこで、，設

計意関も含めて取り扱う CADを指向した研究が行わ

れてきた.例えば，冨山らは知識体系を用いることに

より異なるシステム関の互襲性を実現する知識集約型

CAD(3)を提案し，玉揺らは， XML記述を和男して設計

意留を含む履麗靖報を図面データに埋め込む手法科}を

提案し，野開口らは設計作業を行いながら設計文書を

作成・菅理することによる知識管理手法5)を提案して

いる.また， Bris蹴 dら辻，設計・製造闘を者間で議

論するための指標概さぎのを提案している.我々もCAD

上での設計者の操作に対し CADシステムが行うレス

ポンスとして設計者の意図を記i企ずる手法を提案して

きた司

本研究におし、ても， CAD， C必 1，CAEから生産シ

ステムへとつながる広義の CADにおける知識の利用

や設計意図表現等による設許者支援を目指している.

襲品設計中の吉野蒜鯨により行われる設言f変更時に，

その変更が妥当であるか否かを白曜に検討し判断する

ことは，襲品カ報雑化してきでし 1る状況下では大きな

負担となる.この負担を軽減するためには，設計変更

がなされた積所が爵わりを持つ部品，およびそれらと

の関採がどのように変北したかを容易に把握できるこ

とが必要と考える.

そこで，本研究では設計物を構成する各部品がそれ

ぞれ持つ属性・特性の関部に着目する，設言散を構成

する部品が与えられた機能を発揮するために要求され

る周酉環境条{牛があるとの仮定から，それぞれが持つ

震性・特性問に彰響関係があるときにそれを輪出し，

設計中に行われるデータ変更により部品に何らかの問

題が生乙る場合にはそれを設計者に伝達することによ

り，見落としや靖報未共有に起因する不適切な設言樽

を訪ぎ，設計の効率化を図る支援方法を提案する.

Z 輯情報決定意図を反映するCAD離合モデルア

ーキテクチャ

2・1 CAD統合モデルアーキテクチャ 本箭では，

本研究の考え方のベースとなっている，設計中に考慮

した設計|警報・意図を 3次元 CADシステムを基本

我々は，設計者が設定・変更・決定していく設計静

報やそのときの意図が有効に活用されるためには，

CADシステムが以下の要求を溝たすことが必要だと

考えている.

(l)CADシステム上で設制脅に対する各種の編集

操作が行われても，それまでに設計者によって設主さ

れた設相育報・設計意図が正確に纏本されることが必

要である.ここでいう継承は，当該幾{可要素に対宇る

形状操作詩だけでなく，非幾何要素が編集されたとき

も含んでいる.

(2)設計物の編集操作時に，編集の意函も含めて

システム上に記述できること.また，以後の編集操年

に対し，記述された設計者の意図を反映したリアクシ

ョンを CADシステムが行うことができること.この

とき同種の設言tfr号報で、あっても，設計者が想定する適
用範囲や前提条件警制約の強さ等の違いに応じた編集

意図の記述及びそれに基づくシステムの動作ができる

ことが必要となる.

(3)各種情報の対象や内容が，亘騨部こわかりや

すいこと，名種設言村育報・意国の設定時だけでなく，

協調設計者寺や設計データの再利用時に設計i言報を容易

に理解できることが要求される.

以上の要求を溝足するために，図1に示すように従

来の CADシステムで一般に実装されている持つ幾何

清報と幾詞惜報に付随する属性f静量に加え，提案シス
テムでは属性信報の変化に対応するシステムのリアク

ションを記述するシステム動作構報を定義した.各種

設計博報に対する変更操作の可否等を予めシステム動

作雷報として設定することにより，設定した設計者の

意図をシステムの挙動として組の設計者に伝達するこ

とができる.また，設言村育報として取り設うことがで

きることから，設言げータの再利用時にも設言時に考

麗した内審を理解する手助けになり得る.

としたシステム上に言己主し，正確記伝達ヰ哩鱒を支援 Fig 1 Ard量減産eof1hed将 1量動輔副1誕生場日臨時

するシステムアーキテクチャ均こっし、て述べる. 副噂雄主iCADsy樹立
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Table 1 Ta:容tandtype of char港湾・

乃和ofd盟理e ち位ge 虫託de Move 
τ値観
Mαiel 一 一 O 
F夜嵐Jre 一 一 O 

F忌a惨:e O O 。
9 O O 

Sur色ce 一 一 O 
Ctnve 一 一 O 

血躍事emer茸 一 一 一
仁連副認証

Dirr盟国on 一 一 一
wαk 一 一 O 

システム動作情報言己主のために， CADシステムが扱

う幾何形状とそれらに変化を及ぼす操作について，表

1のように整理した.表中の各行は CADシステムが

扱う幾何形状の操作対象を，各列は CADシステムの

操作を表し， 0で表されている関係が各対象に対して

変化を及ぼす操作を表している.これを用いることに

よち， CADシステムが取り扱う各対象についてCAD

の操作によってどのような変化が生じる持強するこ

とができる.さらに幾何形状要素に対する典型的な

設計|警報である精震情報についても整理した.ここで，

横度博報誌単体の幾詞形状要素に対して決定されるも

のと複数の幾何形状要素の需に生じる関保として決定

されるものがあることから，各々単体属性情報，関係

麗性惜報と名付けてデータ構造を決定した関保属性

信報のデータ構造の概観を留2に示す，この図は幾何

形状要素R包括託ve1が持つoiiFace1と要素Primitive2 

の面Face2が接触関諒にあるという閥系が関係属性信

報として記述され，これにシステム動作清報が付され

ることを示している.この世主且みにより，幾何情報や

幾何擢報に付随する愚性慢報や意図などの設計情報を

整合性を探ちつつ管理することが可能となる.

Primitive I 

Relational Information: 
Attach 

(子関itive1 ] 

dE  

Primiti耳'e2 

CADsystem 
b老ha亨ior
information 

F事2 抱服韮eof住 re旗訟誕生場E主命綱砲し

Rot欝 地主苛
Gd開a耳制Eey 

Value Remove 

O 
O 
O 

O 
O 
O 

一

一
O 

cl盟事
O 一 一 O 
O 一 一 O 
O 。 一 O 
O O 一 O 
O O 一 G 
O O 一 O 

一 一 O O 

一 一 O O 
O O 一 O 

以上のデータで記述される幾何1f;会吠及び付加される

設言1靖報の設定時に，以後その対象への編集操作に対
してシステムが行うりアクションをシステム動作定義

体として導入した.システム動作定義体は議集操作に

対して定義に建って判元安刊屈を千話、その結果iこ従って

設言廿青報の伝達やシステムとしてのリアクションを記

述ずるものである.システム動作定義体は対象とする

属性・特性名，編集操作及U判定割誼，システムPア

クション記述で講成されている.システムリアクショ

ン動作としては以下の5つを設定した.

継承:変更された場合，変更後の幾何靖報に長

遺する.

部除:変更された場合，属性請報を削除する.

任意靖報編集:変更された場合，属性靖報も追

従して変更する，あるいは変更を促す.

操作の誼否:行おうとする操作を拒否する.

メッセージ出力:設計者への、注意の喚記や変更

情報提供を目的としたメッセージを出力をする.

これにより，設計↑青報と形状要素の関係とその変化

を把握してシステムがリアクション動作を行う仕強み

の記述が可能となる.

2.2 3次元CADシステムでC護局 上記のアー

キテクチャを実装した3次元CADシステムによる遺

肩掛を図3，醤4に示す.国3は万力を伊躍に設計変

更時のシステムヲアクションを示している.ここでは，

予め設計者によって設定されていた2部品の貫通穴が

同事露であるとしづ条件(南部品それぞれの貫通穴の轄

であるA血4とA趨・2が一致するという軸一致の条件

として記述)が，設計変更操作の結果崩れたことを

CADシステムが判定して，設計者に対して軸一致の条

件に合致しないというアラームを謹示している.図 4
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ではインクジェットプリンタの設計を例題に設計進行

に伴う操作に対志して設耕育報が継承されていく倒で

ある.ここでは，右上の認において部品配置離要を検

討した際に，まだ実体イ七されていない上下から紙を挟

み紙送りを行うヨーラー要素の轄に対してそれぞれ設

定した紙送りのために必要となる表面程さの情報が，

設計が進み左下の図のようにドラムやローラーが実体

イとされたときにローラー表面に与えられている属佳情

報として継承されている.この函では，小さな2本の

ローラーのうち上のものについてローラー表面の属性

信報として表面租さと材質がウインド、ウボックス中に

表示されている.なお，提案アーキテクチャの詳績と

それによる設計者の支援手法の具体的内容については，

筆者らの関連論究(なめを参照されたし¥

このアーキテクチャは，設言十者の意図に基づく各種

情報を言己主することにより設計の詑較的上流段措から

詳細設計まで活かすことが可能な拡謝主の高し1アーキ

テクチャであるが，このとき，どのような情報をどの

ように言己主するかが重要となる.

Fig. 3 An ex翻 pleof血esystem reaction匂 desi酔

c国ngβ.

Fig.4 An example of凶副知ceofd岱ign垣島nnation.

3. 部品開の彰響関罷記述を用いた設計支援

3・1 彰響関需の記述 製品が梯靴し部品長数

が多くなるにつれ，製品を構成する一部品の設計を変

更したときの，也の部品への彰響についての把握が困

難となっていく.そのため，協調設計において，一部

品の設計を変更したときの意国の伝達だけでなく，そ

の部品を変更したときに龍の部品に対する影響の有禁

や内容を把握することが重要と金る.ここで，前蔀で

述べたアーキテクチャで、導入した関係属性清報を用い

ると複数の部品の関に働く関係を記述することができ

る.また，提案アーキテクチャの対象を精度構報から

その他の最註情報まで拡張すると，表面粗さや寸法公

差などの精度情報だけでなく，より広範に設計者の意

菌を取り扱うことができると考えられる.

そこで， CADでの扱いが不十分な，属性や物理特

性による部品の影響関係、を弛出し，監視することで，

設計者が部品聞の関採を把握する支援を行うことを考

えた具体的には，各部品それぞれについて，自身の

変化により商匿の部品へ影響を与える可龍性を持つ麗

性・特性と周囲環境の変化によって影響を受ける可能

性を持つ属性・特性を，その影響の種類も含めて記述

することにより，議数の部品の聞に撒く彰響ー非影響

の関係の錠捕を見出すことができると考えられる.一

旦，景三響調採があることが分かれば，後は前述のシス

テム動作定義体の記述と同様の方法で，変更操作によ

る変化の監視を行う員性，変北の種類とそのときのシ
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ステムが行う芦アクションをシステム動作定義として

言改合することによって，状麓を監視し，変北に応じて

システムにヲアクションを取らせることができると考

えられる.この影響調係を有効に構築するためには，

部品開の影響関棒、の記述方法を決める必要がある.そ

こで，影響額儲謎と影響爵接、の藍醍支援に必要とな

るデータ項自およびそれらに要求される事項の詳細を

以下のようにまとめた.

(1)属性・特性清報

彰響関援を持つ部品の影響詩保に隠まつる属性や持性

信報を屠詮・特性情報と呼ぶ.員性・特性棲報は，そ

の名称と影響関係の蓮類，及び定量{直もしくは定性寵

表現，から構成される.量三響関採の轡買については後

述する属性種に加え，影響関係を構築している一対{の

組合せにおいて，影響を及ぼす側をアクティプな属

性・特性清報告ち響E毒性)，影響を受ける傑をパッシ

ブな震性・特性講報(被影響濡性)とし，これらを分

類して記述する.これを用い，影響欝孫名及びアクテ

ィブ・パッシブの種別によって部品開の影響関係の有

無を判定する.髄については，具体的な数値で与えら

れているものは定量値で記述するが，定性的な表現で

も記述可能とすることにより，設計初期段階のあいま

いな設言村青報も含めて援う.

(2)屠性種

部品，曲冨など設計対象が持つ性賀ヰ特徴である屠

性信報，およひ官品国有の動存時などに現れる特性靖

報などの属性・特性情報を，その働きを考慮して共通

の性質により分類したものを麗性種と呼ぶ.ここでは

物理開企を表した言葉として，倒えば r発熱d， 1諦
却」等の言葉で分類する.属控種と属性・特性構報誌

密接に関係、するが，高性・特性情報が客観的に表現さ

れる，ものの性質についての重接的な表現であるのに

対し，罵性種は属性ヰ特性につして，期辺に対してど

のよう金非用を及ぼすか，もしくは屑辺からどのよう

な影響を受けるか，とし、う説長から共通する性賀によ

り分類したものである.影響関係は，間ーの属性種に

関して彰響を及ぼす側であるアクティブな属性傍響

高性)と霊長響を受ける舗であるパッシブな属性(被影

響属性〉が共に存在する場合に，その両者に対して影

響-非影響の関係として成立することとなる.

(3)変化種

設言十変更に応じて f部品配置J， r幾何形状J， I黒
柱・特性靖報Jの観主で分類した変更操作が変仕議で

ある r部品配置j と f幾何形状J{こ屠する変更操#
は前携の表1に示す通ちとなる題性・特性?育報j
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については設計の進展や設計変更による属性・特性情

報の追揺や損害に属性・特性に定電車が与えられた場

合の植の設定多設計変更等によって定量値に変更が加

えられた場合の{甚の変更や離除が変化種として用意さ

れる

(4)対応動作

属性蓮と属性・特性靖報から彰響関係が成立する場

合に CADシステム上での変更操作ζ伴う黒柱・特性

惇報の変化{変化魁に志じたシステムの対志動作記

述を対応動作として記述する.基本的な対応動斧は前

述のシステムリアクション動作と対応している.対応

動作は設計者が記詮ずることにより，柔軟な対応を設

定できるが，一方で設計者が逐一設定を行うと作業が

極めて煩雑になる.複数の部品開に彰響関俸が成立す

る場合，どのような状態になった場合にどのような点

に在意すればよいか，という内容については，例えば，

熱に弱い性葉を持つ部品は熱を発生する部品には近づ

けすぎなし1方がよい，従って当該部品開士を近づ、ける

操作をしたときにアラームが表不されればよい，とい

うように影響関係の謹類によって変化に対してよく

取られる対応動作万決まっているケースが多い.そこ

で，罵性・特性情報，属性種，変化撞の組合せにより，

多く取られるシステムの対応動作を「穫先対応動作j

としてデフォルトで設定しておくことにより，設計者

がシステムによる影響欝評、の臨見方法を設定する作業

を容易にする.

以上のデータ項目と要求項巨の欝係をまとめると図

5のように表される.設計者が属性・特性情報と属控

種を各部品に対して部品設計時・設言十変更時iこ記述す

ることにより，システムが再ーの震性種であり，アク

ティブな属性を持っとパッシブな麗性を持つ2部品を

影響一被影響関保を持つ可能性のある組み合わせとし

て検出することになる.影響関採が成立すると設計者

が判新した場合法，どのような変更操存(変北轡に

Fig.5許'Opo:記ds加 C加reofthe泊fluentialrelatio部

bぽweenl溜ts.
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対してどのようなシステムのりアクション(対応動作)

を行うかを設定することにより，システムによる影響

関採の臨毘が可能となる.

3・2 蔀品罰彰響麗集記述を用いた設計支援システ

ム 前項に述べたデータ項目と要求項目に基づい

て，影響欝系の登録と監規によって設計者を支援する

システムを咋製した.このシステムは図6に示す構造

となっている.

Fig.6 S加ctureofthe s叩po歯車system

システムが持つデータベースについて，以下に説明す

るを

(1)属性・特性構報データ

各部品の形状データ(幾何的害報)に対し，農性種，

属性・特性構報を紐付けしたもので構成されている.

各部品雨量常護数の属性を持つことから，属性種，震

性・特性情報は一つの部品に対して譲数存在する.震

性，特性データは属性種，高性・特註情報の組毎に一

つのユニークな B を持つりレーショナルデータとし

て格納される.

(2)優先関係動作データベース

属性・特性講報，属性種，変化種の組み合わせと彊

先対応記述が書かれた彊先対応動作データが捧納され

るデータベース.前述のように藍現すべき影響関係に

ついてどのような状態のときにどのようなシステム対

芯動続行うかiこついて設計者に逐一言謎してもらう

ことは， 8拐にな作業となる.そこで、，典型的な影響関

保については，多くのケースで見られる監視すべき状

況(変化3聾とそのときのシステムのヲアクション(対
応動作)をデ宅フォルト動作として予めこのデータベー

スに格納しておき，設計者が監視すべき影響関係で島

ると判断した擦，システムがこのデータベースを検索

して，該当する彰響関孫が存在する場合には，システ

ムの対応候補として提示する.そのためのデータベー

スである.

(幻影響関保データベース

影響関係があると判断されたペアiこ対して，設言十変

更時に変化の有無を監視すべきと設計者が判障号したも

のを格納するデータベース.このデータベースiこ記述

された影響関係が当該設計においてシステムによって

設計中常時臨呈されることとなる.

これらのデータベースを用し、たシステムの役割は，

影響関係と変化謹に従ってシステムカ守子う動作を登録

するフェーズと，関傍、酎匡によって設計者を支援する

フェーズ?からなる e 以下，それぞれについて述べる.

(1)影響関係登録フェーズ、

関係登録フェーズは，表形式の震性・特性惇報デー

タとしてデータベースに登録された部品の幾何清報と

その属性・特性情報を用いて，影響関訴の検索と登録

を行うものである，このフェース、では， CADシステム

上で部品が新規作成されたり，操作されたりしたタイ

ミングで，まず，彰響関係が生じている可制生のある

部品の組み合わせの模索を行う.組み合わせ接索に用

いられる条件は，対象となる2蔀品が同ーの属性種の

属性・特性惇報を持つこと，そのベアについて，一方

が影響を与えるアクティブな属性傍響属性)，他方

が影響を受けるパッシブ、な高性{被影響属性)という

組み合わせであること，関議藍視を行う対象が言謎さ

れている影響関孫データベースに登議されていないこ

と，の3項喜である.上事項自の全てに該当した組み

合わせば設計者に提示されて，システムに臨見させる

か否かの判断を仰ぐ.設計者は樹是主主記要だと考える

組み合わせについて選択し，提示されている優先対応

動作，もしくは設計者が色意に設定する対応動作を設

定する.こうして選択・設定された影響関係(農詮・

特性構報データの組み合わせ，変化種，対応動作の記

述)は一つのリレーショナルデータとして影響関係デ

ータベースに登査まされ，関評、監槙フェーズでシステム

によって監視される対象となる.

(2)関係臨見フェーズ

爵孫監視フェーズは，構築された影響関係を元に

設許変更が起きた擦にその変更操作に適したシステム

の対応動作を行うものである.このフェーズで、は，任

意のタイミングで影響額系データベースに登録された

蔀品群に対し仁ADシステム上で操作詞子われている
か否かのチェックを行い，変更が接出された場合，登

録された変イロ重に該当しているかの判定を行った上で，

登録されている変社鍾と一致する変更であればそれに

対応してシステムが対応動作として言謎されている動

作を行う.この変更検出及びシステムの対応動伺1分
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については，基本的に2節で述べた CAD続会モデル

アーキテクチャと同様となっている.

以上のシステムをノートパソコンを題材に定性的

な特性表現を用いた譲数蔀品の配置変更を対象障題と

して適居した

この試非システムでは，まず始めに設計者が CAD

システム上で部品を新規作成したり，操作したりした

ときに属性・特性情報データが更新されるところから

スタートする.部品が新壌に作成された場会，設計者

がその部品の濡性・相生を CADシステムに新規に入

力すると，覇性・特性清報データが新規に作成され，

データベースに加えられる.システム上で員性・特註

靖報に変化が加えられると属註・特性』惇報データ中の

該当項巨も更薪される.国?に部品一属性信報表示雷

語のスナップρショットを示す.ここで，上部に表示さ

れているリストが属性・特性構報データである.この

データは部品ID，龍品名称属性種，属性・特性靖報

名称，定性表現，アクティブ、な属性かパッシブ、な属性

かの識別で構成され，そのデータにユニークな D と

蔀品の座標が討されている.影響関係の換素は本シス

テムにおいては手動で開始するようになっており，コ

ントロール内の関係機索開姑ボタンを押すと検索結果

として前述の検索条件に合致する組み合わせが表示さ

れる.検索の結果抽出された組み合わせについては，

設計者に一つずつ関保詳締登諒画語で提示することが

でき，それぞれについて影響関係をシステムに監視さ

せるか否かを設計者に尋ねる.この際，鍾先関係動作

データベースに記載されている高性種，属性・特性靖

報の組み合わせで、あった場合には，デ、フ会ノレト動作と

して変イヒ謹と対応動作が優先登録禰に表示される.シ

ステムではこれをそのまま登録するか，もしくは設計

者が個別に登議を行うこともできる.この判断は設計

者iこ任される.このようにして監視対象として登諒さ

れた影響関係辻図8に示すような表形式の関係データ

として影響関保データベースに諸納される.

関係監視ブヱーズでは，影響関係データベースに格

納されたデータについて CADシステム上で変更操作

が行われたときに登録された変化種と合致した操作で

あるかチェックし，登録された変化種と合致している

場合には登諒している対応動作を宥う.図9に関係監

視フェーズで、登録された変更操作が行われたことに伴

うメッセージ出力の対応動作が行われた場面のスナッ

プショットを示す.この例では， ATX電源と CPUが

接近したことにより，配置関係を考慮するよう促すメ

ッセージが表示されている.これは， A'τχ電源と CPU

F迄7Sn制限of血e剤 4鴎聡鴎dow.

F事8初陣ぽof誌記relati油田鍋α時五浅沼蜘rw.

Fig. 9 Snapsh説。fthe写st，開lfi錨.cti∞todesign

が共に「熱jという共通する属性撞を持ち， ATX電源、

がアクティブな員性である f発禁量jを， CPU iJ~パッ

シブな属性である「動指量度」を有していることから，

変化謹として f近づく」操作が行われたときに対応

動作として fアラームを表示するJことが設定されて

いたために，C組上で、両者を近づける謙作を行った際

に表示されたものである.

このようなケーススタディの結果，登録されたデー

タに従って，意図通り影響額謀の検出およびシステム

対応動作を行うこと拘留、できたー
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設計管報・設計意図続合壁CADの研究 2771 

4. 轄 言

本研究では，製品における部品開の影響・被影響龍

係に着目し設計者の意思に反する設計変更や，予期

せぬ不具合とし1った不通切な設計を訪ぐために設計者

の意留を情報に埋め込み，設計者の理解を支援する方

法の提案をE指した.このために部品障の影響関係

を記述するために必要となるデータ項昌とそれもに要

求される事項をまとめ，以下の特徴を持つ部品開影響

関係言己主手法を提案した.

- 属性や特性情報などの幾何形状とともに現われ

る情報を用いる.

・ 屠性・特性情報を影響・被影響の関採から分け

る.

・ 共通の性愛によって属J性・特性信報を分類する.

変更操作に合わせたシステムの対応動作を言己述

する

これらの組み合わせで優先的なシステムの対応

動作をデフォルトで罵意する.

- 定性的な表現を加えることにより設計の早い段

階から適用可能とする.

この提案手法iこ基づいた試作システムを構築し，ケ

ーススタディを行った.これにより，属性宅物理特性，

設計者の意図に基づいた影響関備謎に沿った対応が

可能であることを示した.提案手法は，それぞれの属

性・特性についてどのような影響関詳、を及~f'-す，もし

くは受ける可能性があるかiこついて理解していれば，

分野によらず広範に適用できる可能性を持っと考えら

れる.一方で、，屠性種，異性・特性清報を言謎する摂

雑さや，どのような属性・特性がどのような影響を及

ぼす，もしくは受庁るのかについて，設計者が翠定す

ることが国難な未知の領域での設計時には影響関係を

記述すること自体ができないという問題点があり，こ

れらの鴎題点、を解捕していくことが今畿の課題である.
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